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町
長
と
一
緒
に
三
芳
町
の
未
来
に

つ
い
て
語
り
合
い
、
三
芳
町
の
未
来

を
開
拓
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！！

　

本
年
度
も
多
く
の
住
民
の
声
を
町
の
政
策

形
成
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
ま
ち
づ
く
り
懇

話
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
は
、
住
民
と
町
長
が

一
緒
に
な
っ
て
町
が
抱
え
て
い
る
テ
ー
マ
に

関
し
て
意
見
を
交
わ
し
合
う
場
で
す
。
共
通

テ
ー
マ
・
各
地
域
の
個
別
テ
ー
マ
を
左
表
の

と
お
り
設
定
し
、
そ
れ
ら
に
焦
点
を
絞
っ
た

形
で
自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
今
後
の
町
政

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■ 

参
加
に
際
し
て
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
お
近
く
の
小
学
校
体
育

館
（
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
）
へ
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
学
校
の
体
育
館

を
利
用
し
ま
す
の
で
体
育
館
履
き
又
は
ス

リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
１ 　

三
芳
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
会
場

の
都
合
上
「
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
」
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
２ 　

藤
久
保
小
学
校
区
及
び
唐
沢
小
学
校

区
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
小
学
校
区
の

大
部
分
が
藤
久
保
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

地
域
個
別
テ
ー
マ
は
同
一
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
種
団
体
へ
交
付
し

て
き
た
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
交

付
分
か
ら
公
募
制
に
改
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
制
度
で
は
固
定
化
さ

れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
補
助
金
に
つ
い
て
、
す

べ
て
の
団
体
に
改
め
て
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
公
正
透
明
で
適
切

な
補
助
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
補
助
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
団
体

も
公
募
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
実
績
と
経
験

豊
か
な
既
存
団
体
と
新
た
な
団
体
と
の
協
力

に
よ
り
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
さ
ら
に
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

応
募
か
ら
採
択
決
定
ま
で
の

手
続
き
に
つ
い
て

　

公
募
制
度
は
平
成
24
年
度
の
交
付
分
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
補

助
金
（
団
体
）
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
機
関

に
よ
る
審
査
判
定
を
経
て
、
町
が
採
択
を
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
の
交
付
期
間

は
、
一
度
の
申
請
・
採
択
に
つ
き
最
長
３
年

間
で
す
。
期
間
終
了
後
は
改
め
て
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
の
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
募

集
し
ま
す
。

　

現
在
、
制
度
を
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
の

　

町
が
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
の
中
か
ら

対
象
事
業
を
選
定
し
、
公
開
の
場
で
外
部
評

価
を
行
う
「
三
芳
町
『
事
業
の
仕
分
け
』
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
「
事
業
の
仕
分
け
」

は
、
事
業
の
成
果
や
手
法
、
民
間
活
力
の
導

入
な
ど
の
視
点
か
ら
、
職
員
で
は
な
い
市
民

判
定
人
に
よ
り
事
業
を
評
価
し
、
判
定
を
導

き
だ
す
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
を
参
考
に
、

町
で
は
方
針
を
決
定
し
、
予
算
編
成
へ
の
反

映
や
事
業
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

【
日
程
】
７
月
16
日

・
17
日


【
会
場
】
・
藤
久
保
公
民
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　

・
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
実
施
方
法
◇

※ 
対
象
事
業
名
や
判
定
人
の
人
数
・
構
成
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
み
よ
し
７
月
号
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
事
業
の
仕
分
け
」
市
民
判
定
人
募
集

◇
応
募
条
件

　

・ 

平
成
23
年
７
月
15
日
現
在
満
18

歳
以
上
で
町
内
在
住
の
方

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
公
募
制

度
の
概
略
の
み
お
知
ら
せ
し
、
応
募
や
選
考

の
方
法
な
ど
具
体
的
な
手
続
内
容
に
つ
い
て

は
広
報
７
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

補
助
団
体
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

各
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格

 

地
域
の
公
益
の
増
進
に
寄
与
し
、
か
つ
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
任
意
団
体
も
し
く

は
特
定
非
営
利
活
動
を
行
う
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
含
む
）

 

５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
活
動
拠
点
が
町

内
に
あ
り
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

 

住
民
福
祉
や
地
域
の
公
益
等
の
面
で
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
事
業
・
活
動

 

政
治
や
宗
教
を
主
た
る
目
的
と
し
な
い
団
体

◇
公
募
人
数　

８
名
程
度

◇
応
募
方
法

　

応
募
申
込
用
紙
を
政
策
秘
書
室
政
策

推
進
係
ま
で
、
メ
ー
ル
・
持
参
・
郵
送
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

※ 

応
募
申
込
用
紙
は
、
役
場
４
階
政

策
秘
書
室
で
配
布
。
ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
。

◇
締
め
切
り　

６
月
20
日

必
着

◇
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

seisaku@
tow
n.saitam

a-m
iyoshi.lg.jp

　

市
民
大
学
講
座
と
し
て
、
地
方
自
治
・
自

治
体
財
政
の
専
門
家
大お

お
わ
だ
い
っ
こ
う

和
田
一
紘
先
生
を
招

き
、
自
治
体
財
政
を
学
ぶ
学
習
会
を
開
講
し

ま
す
。
全
８
回
の
講
座
受
講
後
、
受
講
者
に

よ
る
「
財
政
白
書
」
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
18
年
６
月
の
夕
張
シ
ョ
ッ
ク
後
、
地
方

自
治
体
の
財
政
破
綻
へ
の
危
機
意
識
が
高

ま
る
中
、
「
三
芳
町
は
大
丈
夫
か
。
」
「
多

か
れ
少
な
か
れ
危
機
は
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

補
助
金
公
募

「
事
業
の
仕
分
け
」

市
民
判
定
人
募
集

市
民
大
学
講
座

市
民
が
作
る

財
政
白
書

〜
自
治
体
財
政
を
学
ぶ
〜

で
は
な
い
か
。
」
そ
ん
な
疑
問
に
住
民
が
自

ら
財
政
を
学
び
、
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
住

民
の
視
線
で
作
る
「
財
政
白
書
」
。
そ
れ
を

基
に
、
住
民
自
身
が
答
え
、
責
任
を
も
っ
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場　

藤
久
保
公
民
館

参
加
費　

無
料　
　

定
員　

25
名

申
込
み　

６
月
14
日
、
午
前
９
時
〜

　
　
　
　

先
着
順
（
電
話
に
よ
る
申
込
み
可
）

申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
H
５
１
４
）

１ ７/６
財政分析学習の魅力はどこにあるのか
～財政分析から地方自治体を考える～

２ ７/20
財政分析を始めて学ぶ人のために
～予算・決算のあらまし・資料の入手方法～

３ ８/３ 三芳町のふところは？～歳入の仕組みを学ぶ～

４ ８/17 税金の使われ方～歳出の仕組みを学ぶ～

５ ８/31 税金の使われ方～歳出の仕組みを学ぶ～

６ ９/14
わかりにくい財政指標を読み解く
～書き込みドリル方式で慣れていこう～

７ ９/28
町民の求める長期総合計画と財政の見直し
～災害を通して安全・安心のまちづくりを考える～

８ 10/12 これからの財政運営と町民参加の財政白書作り

開講時間 （全８回）各回とも午後７時～９時

日程・会場

日にち 時間（予定） 会　　場 共通テーマ 地　域　個　別　テ　ー　マ

6月12日

９：00～12：00 上富小学校体育館

三芳町第４次
総合振興計画

近世開拓資料館予定地の利活用について
バスなどの交通網の整備について

13：30～16：30 中央公民館ホール ※1
中央公民館等複合施設建設について
バスなどの交通網の整備について

6月19日

９：00～12：00 竹間沢小学校体育館
住宅地域と工業地域の混在について
バスなどの交通網の整備について

13：30～16：30 藤久保小学校体育館 都市基盤整備について　　　　　※２
バスなどの交通網の整備について17：30～20：30 唐沢小学校体育館

住民
アンケート

32の対象
事業選定

今後の事務事業の
方向性について判定

町で抽出
した事業

町の
担当者

市民
判定人

質疑・
意見交換

応
募
か
ら
決
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

申
請　

（
８
月
１
日
締
切
）

補
助
金
検
討
委
員
会
に
よ
る
審
査

（
９
〜
10
月
）

提
言
書
の
提
出　

（
10
〜
11
月
）

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ　

（
11
月
）

提
言
書
で
「
交
付
す
べ
き
で
な

い
」
と
さ
れ
た
団
体
の
う
ち
、

希
望
す
る
団
体
が
参
加

町
が
検
討　

（
12
〜
１
月
）

採
択
通
知　
　
　
　
　
　

不
採
択
通
知

補
助
限
度
額
を
通
知　

（
３
月
）

東日本大震災への義援金

ご協力ありがとうございます
　東日本大震災にあたり、引き続き多くの方々に義援金のご協力をいただき、

５月10日現在で1436万2094円が集まっています。（募金箱への義援金含む）

　ここでは、掲載の許可をいただいた方についてご紹介します。（敬称略）

10万円／鈴木恭男

２万8630円／三芳町女性爽の会

5000円／高山勇人

４万8069円／三芳町少年野球連盟

10万円／北永井第２区

７万3909円／三芳ライオンズクラブ

２万9000円／三芳町保護司会

１ 万5231円／（医）草芳会　介

護老人保健施設エムズガーデン

３ 万3850円／特別養護老人ホー

ム桜荘　理事長　草野信一

１万円／丸富士商店会

20万円／ウイズグリーン

10万円／井田祐三

10万円／みよし台第１区

１ 万1620円／三芳町ソフトボー

ル連盟有志

５万円／三芳町藤久保睦共助会

２万円／混声合唱団「響」

３万円／上富囃子保存会

２万7070円／歌ごえみよし

２ 万3680円／あしたばミュー

ジック体操

１万円／大渕正作

62万8637円／竹間沢第１区

４万4686円／三芳民舞連

３万円／前田社中

５万円／三芳町赤十字奉仕団

こ
の
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ　

政
策
秘
書
室
政
策
推
進
係
（
H
４
２
２
・
４
２
３
）
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